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70(6-7): 786, 2021.
室田浩之：アトピー性皮膚炎診療の新潮流：最近の話題. 岡山県皮膚科医会会報 5: 31, 2021.

辻 創介, 川尻真也, 辻 良香, 岩本直樹, 小池雄太, 荒牧俊幸, 藤川敬太, 中込大樹, 岡野匡司, 辻 成佳, 田村直人, 三崎

健太, 亀田秀人, 谷口義典, 冨田哲也, 川上 純：乾癬関節炎患者における人工知能による画像診断支援システムの

構築(中間報告). 九州リウマチ 41(2): S10, 2021.

室田浩之：アトピー性皮膚炎と汗 保湿剤の効果と最近の話題. 神奈川医学会雑誌 48(2): 85, 2021.

室田浩之, 村山直也：長崎県油症認定患者における神経栄養因子の血中濃度評価と考察. 食品を介したダイオキ

シン類等の人体への影響の把握とその治療法の開発等に関する研究（厚生労働行政推進調査事業費食品の安全

確保推進研究事業）平成30～令和2年度総合研究報告書、令和2年度総括・分担研究報告書 : 65-68, 2021.

室田浩之, 村山直也：油症認定患者血清中セマフォリン4Aの検討. 令和2年度 長崎県油症研究事業報告書 :  2021.

室田浩之, 岩永 聰：弾性線維仮黄色腫に関する研究. 稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究（厚生労働科学研究

費補助金難治性疾患政策研究事業）令和2年度 総括・分担研究報告書 : 44-45, 2021.

室田浩之：Sjogren症候群のアウトライン. 皮膚科ベストセレクション 皮膚科膠原病 : 皮診から全身を診る, 中山

書店 : 358-364, 2021.
岩永 聰：弾性線維性仮性黄色腫. 皮膚疾患最新の治療2021ｰ2022, 南江堂 : 181, 2021.

室田浩之：汗疹. 皮膚疾患最新の治療2021ｰ2022, 南江堂 : 286, 2021.

室田浩之：汗って皮膚にとっては敵?味方? アトピー性皮膚炎 汗成分の「甘い罠」. 日本臨床皮膚科医会雑誌 
38(4): 547-549, 2021.
室田浩之：【診察室での患者さんの質問に答えます】アトピー性皮膚炎 ステロイド外用薬を長く使っていると

だんだん効かなくなっていくというのは本当でしょうか. 皮膚科の臨床 63(6): 738-739, 2021.
室田浩之：【アトピー性皮膚炎のスキンケア】アトピー性皮膚炎ではどうして汗が減っているのか?. 美容皮膚

医学Beauty 4(3): 28-32, 2021.
鍬塚 大, 室田浩之：【皮膚疾患と慢性炎症】乾皮症と慢性炎症. 別冊Bio Clinica: 慢性炎症と疾患 10(1): 69-74, 
2021.
室田浩之：【慢性皮膚掻痒症】アトピー性皮膚炎. 臨床免疫・アレルギー科 75(2): 147-153, 2021.

室田浩之, 本田哲也編：アトピー性皮膚炎と痒み. 2021年度日本皮膚科学会研修講習会テキスト－選択（夏）－, 
日本皮膚科学会 :  2021.

佐伯秀久, 常深祐一郎, 新井 達, 市山 進, 加藤則人, 菊地克子, 久保亮治, 照井 正, 中原剛士, 二村昌樹, 室田浩之, 五
十嵐敦之, 皮脂欠乏症診療の手引き作成委員会：皮脂欠乏症診療の手引き2021. 日本皮膚科学会雑誌 131(10): 
2255-2270, 2021.

佐伯秀久, 大矢幸弘, 古田淳一, 荒川浩一, 市山 進, 勝沼俊雄, 加藤則人, 田中暁生, 常深祐一郎, 中原剛士, 長尾みづ

ほ, 成田雅美, 秀 道広, 藤澤隆夫, 二村昌樹, 益田浩司, 松原知代, 室田浩之, 山本貴和子, 公益社団法人日本皮膚科学

会, 一般社団法人日本アレルギー学会アトピー性皮膚炎診療ガイドライン作成委員会：アトピー性皮膚炎診療ガ

イドライン2021. 日本皮膚科学会雑誌 131(13): 2691-2777, 2021.

鍬塚 大：【皮膚悪性腫瘍(第2版)下-基礎と臨床の最新研究動向-】メルケル細胞癌 臨床的特徴. 日本臨床 79(増刊

3 皮膚悪性腫瘍(下)): 318-321, 2021.
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

中島輝恵, 倉田隆一郎, 藤田郁尚, 室田浩之, 種村 篤, 岡田文裕, 関口清俊：ギャップ結合を介した筋上皮細胞収縮

によるヒトエクリン汗腺の分節収縮は汗の運搬を引き起こす. 第29回日本発汗学会総会プログラム・抄録集: : 46, 
2021.

江原大輔, 山口小百合, 安井 潔, 村岡大輔, 室田浩之, 池田裕明：フェロトーシス誘導剤を用いた腫瘍不均一性を克

服するがん免疫療法の開発. 第25回日本がん免疫学会総会プログラム・抄録集 : 132, 2021.
江原大輔, 山口小百合, 安井 潔, 村岡大輔, 室田浩之, 池田裕明：フェロトーシス現象を利用した腫瘍不均一性を克

服するがん免疫療法. 第80回日本癌学会総会記事 : P12-14-13, 2021.

渡辺華子, 小池雄太, 早稲田朋香, 福地麗雅, 岩永 聰, 山田悠一, 安東恒史, 今泉芳孝, 室田浩之：多発皮膚腫瘤で発

症し,ATLLとの鑑別を要した原発性皮膚未分化大細胞リンパ腫の1例. 日本皮膚科学会雑誌 131(5): 1412, 2021.
竹中 基, 室田浩之, 西本勝太郎：長崎大学で同定したMicrosporum canis (M.canis)感染症の検討. 日本皮膚科学会雑

誌 131(6): 1550, 2021.
室田浩之：発汗異常症の診療：無汗症と多汗症を中心に. 福岡県臨床皮膚科医会会報 (33): 11, 2021.

室田浩之：痒疹と皮膚そう痒症 診療ガイドラインとその周辺. 日本皮膚科学会雑誌 131(2): 345, 2021.

竹中 基, 室田浩之：Telemedicineの現状と展望 長崎大学病院での経験から. 日本皮膚科学会雑誌 131(5): 1135, 
2021.
石井貴之, 浅野善英, 浅井 純, 岩田洋平, 内山明彦, 小川陽一, 岡村 賢, 岸部麻里, 小池雄太, 小寺雅也, 壽 順久, 藤本

徳毅, 宮城拓也, 宮部千恵, 山口由衣, 吉崎 歩：膠原病・血管炎に伴う皮膚潰瘍　ガイドラインから学ぶ治療方針

の基本と最近10年間の変遷. 日本皮膚科学会雑誌 131(5): 1235, 2021.

室田浩之：アトピー性皮膚炎の最新トピック アトピー性皮膚炎の痒み その多彩な誘因とType2炎症の関わり. 日
本皮膚科学会雑誌 131(5): 1299, 2021.
峰 隆明, 鍬塚さやか, 森嵜仁美, 松本 舞, 室田浩之, 鵜殿雅子：黒色壊死と潰瘍が全身に多発し診断に苦慮した遷

延性水痘帯状疱疹ウイルス感染の1例. 日本皮膚科学会雑誌 131(5): 1358, 2021.
中村俊介, 村山直也, 森嵜仁美, 松本 舞, 竹中 基, 室田浩之, 浦上伸子：タクロリムス軟膏の処方回数に影響を与え

る因子に関する検討. 日本皮膚科学会雑誌 131(5): 1385, 2021.

中村俊介, 小池雄太, 峰 隆明, 室田浩之, 友川拓也, 森山咲子：両下肢の紫斑を主訴とした顕微鏡的多発血管炎の1
例. 西日本皮膚科 83(4): 372, 2021.
竹中 基, 森嵜仁美, 松本 舞, 室田浩之：長崎大学での難治性蕁麻疹に対するオマリズマブの使用経験のまとめ. 西
日本皮膚科 83(4): 373, 2021.
西本勝太郎, 一ノ瀬弥久, 竹中 基：表在性皮膚真菌症検索におけるテープサンプリングの有用性. 西日本皮膚科 
83(4): 373, 2021.
竹中 基, 西本勝太郎：頭部白癬、顔面白癬、体部白癬の年齢の違いによる同定された真菌の疫学的検討. 日本医

真菌学会雑誌 62(Suppl.1): 97, 2021.
赤路和哉, 荒瀬規子, 清原英司, 藤本 学, Jin T, 乃村俊史, 室田浩之：ヘパリン類似物質が奏功したsymmetrical acral 
keratodermaの1例. 日本皮膚科学会雑誌 131(1): 136, 2021.

森嵜仁美, 神尾芳幸, 里見直義, 服部尚子, 早稲田朋香, 江原大輔, 松本 舞, 大城亮作, 山内桃子, 高橋健介, 室田浩

之：重症感染症と消化管穿孔を併発した落葉状天疱瘡の1例. 西日本皮膚科 83(4): 370, 2021.
神尾芳幸, 郡家佑美, 与崎マリ子, 室田浩之：油症患者における自然免疫と知覚に関する病因の探索. 西日本皮膚

科 83(4): 370-371, 2021.
中村俊介, 鍬塚 大, 鍬塚さやか, 室田浩之, 賀来敬仁, 柳原克紀：市中MRSAによる蜂窩織炎の1例. 西日本皮膚科 
83(4): 371, 2021.
市来 澪, 村山直也, 本多 舞, 鍬塚さやか, 山田茂憲, 岩田賢治, 室田浩之:：色汗症を疑われた虚偽性障害の中学男児

例. 西日本皮膚科 83(4): 371, 2021.
田﨑典子, 江原大輔, 富村沙織, 竹中 基, 室田浩之：壊疽性膿皮症に外用剤の接触皮膚炎と静脈うっ滞が加わり治

癒までに5年を要した難治性多発性下腿潰瘍の1例.. 西日本皮膚科 83(4): 372, 2021.
服部尚子, 小池雄太, 里見直義, 森嵜仁美, 岩永 聰, 室田浩之：膿瘍性穿掘性頭部毛包周囲炎に対してアダリムマブ

を投与した1例. 西日本皮膚科 83(4): 372, 2021.

峰 隆明, 江原大輔, 福地麗雅, 鍬塚 大, 室田浩之, 田中沙紀, 橋本邦生：Parry-Romberg症候群の1例. 西日本皮膚科 
83(4): 369-370, 2021.
早稲田朋香, 小池雄太, 室田浩之, 鵜殿雅子：関節拘縮を伴った丘疹性ムチン沈着症の1例. 西日本皮膚科 83(4): 
370, 2021.
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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「原発性局
所多汗症症状に対する不安尺度の開発及び不
安軽減のための心理療法の開発」

鍬塚　大・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「エピジェ
ネティクス（特にHDAC）がケロイド発生病態
に及ぼす効果の検討」

室田浩之・教授 日本学術振興会 分担

室田浩之・教授 厚生労働省 分担

厚生労働行政推進調査事業費補助金（食品の
安全確保推進研究事業）「食品を介したダイ
オキシン類等の人体への影響の把握とその治
療法の開発等に関する研究」

室田浩之・教授 科学技術振興機構 代表

研究成果展開事業大学発新産業創出プログラ
ムSCORE（⼤学推進型 拠点都市環境整備型）
「⽪膚病変を伴う成⼈T細胞⽩⾎病に対する免
疫エフェクター細胞療法の事業化」

研　究　題　目

室田浩之・教授 日本医療研究開発機構 分担
日本医療研究開発機構研究費「アレルギー性
皮膚疾患の病態における発汗異常の解明と治
療法の開発」

室田浩之・教授 日本医療研究開発機構 分担
難治性疾患実用化研究事業「高解像度3次元イ
メージングによる特発性後天性全身性無汗症
の神経病態解析」

室田浩之・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費（難治性疾患政策研究事
業）「稀少難治性皮膚疾患に関する調査研
究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

竹中　基・准教授 評議員 日本皮膚免疫アレルギー学会

鍬塚　大・講師 評議員 日本皮膚外科学会

室田浩之・教授 Associate editor Allergology International

室田浩之・教授 代議員 (学術委員会、専門医試験委員会) 日本皮膚科学会

室田浩之・教授 評議員 日本乾癬学会

室田浩之・教授
代議員 (学術委員会、編集委員会、国際交
流委員会)

日本アレルギー学会

室田浩之・教授 理事 日本皮膚心身医学会

室田浩之・教授 Board member (Secretary)
International Forum for Study of Itch 
(IFSI)

室田浩之・教授
理事 (雑誌委員会 JDS Editorial Board, 
ISID2023実行委員会)

日本研究皮膚科学会

室田浩之・教授 理事 日本白斑学会

室田浩之・教授 理事 (副理事長、将来計画委員会委員長) 日本皮膚免疫アレルギー学会

室田浩之・教授 副理事長 日本発汗学会

室田浩之・教授 油症研究班班長 長崎県

室田浩之・教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

室田浩之・教授 油症対委員会委員 長崎県

1 0 5 15 6 28

竹中　基・准教授 指定難病審査会委員 長崎県
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特　許

その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

　学術賞受賞

室田浩之・教授
冬のアトピー性皮膚炎対策～
もっとよく知ろうあなたの症
状～

Webで参加するアト
ピー性皮膚炎市民
公開講座

2021年12月19日

アトピー性皮膚炎の冬のケア
について、保湿や着衣、汗と
の関係を述べた。

鍬塚　大・講師
新型コロナウイルス感染症と
皮膚－発症後に皮疹や紅斑

長崎新聞 2021年10月18日

COVID-19による皮膚症状につ
いて説明し、受診控えによる
がん発見の遅れについても早
めの受診を呼びかけた。

室田浩之・教授
乾燥肌改善！“極上美容液”
を体内で作り出す秘策

ガッテン！ 2021年12月8日

汗の冷却だけでなく、「保
湿」などの天然バリア機能が
あることを述べ、乾燥肌に悩
む冬に汗腺を活性化すること
を伝えた。

竹中　基・准教授 アナタの爪先、大丈夫？ とっとってmotto! 2021年5月
爪水虫について説明し、治療
法や生活で気を付けることに
ついて述べた。

室田浩之・教授 いい汗、かいてこう！ kiitos vol.20 2021年8月
汗の仕組みや役割について、
豆知識を加えて述べた。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

室田浩之・教授
腋（わき）の多汗で悩んでい
る方へ－原発性腋窩多汗症と
はどのような病気？

メディカルノート 2021年1月
原発性腋窩多汗症について解
説し、現在選択可能な治療方
法について述べた。

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

室田浩之・教授 非常勤講師（皮膚科学） 大阪大学医学部

室田浩之・教授
嗅覚受容体を介した香料による
発汗制御

2020年2月10日 出願中 特願2020-020740

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

村山直也・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「嗅覚受容によ
る全く新しい発汗制御：熱中症予防や発汗異
常の治療方法の確立にむけて」

室田浩之・教授 ホーユー株式会社 皮膚疾患における経皮吸収及びその後の生体反応研究

室田浩之・教授
ITOCHU Textile Prominent 
(Asia) Limited

TRI-KNITシャツの着用がアトピー性皮膚炎に与える影響
を調査する探索的試験

室田浩之・教授 株式会社マンダム ヒト皮膚を用いた発汗障害のメカニズム解明研究

岩永　聰・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「弾性線維性仮
性黄色腫患者における重症度および予後因子
の研究」

岩永　聰・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「エピジェ
ネティクス（特にHDAC）がケロイド発生病態
に及ぼす効果の検討」

小池雄太・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「発汗障害
解明に向けた汗腺の上皮間葉転換分子動態の
解析」

鍬塚さやか・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「皮膚感覚過敏
の機序解明～脳機能評価を応用した新しい試
み～」
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　特筆すべき事項
①カネミ油症の診断,  治療の改善を目的とした厚生労働省の食品の安全確保推進研究事業（カネミ油症に関する
研究）に参加し,  下記の協力を行っている。
・油症検診： 昭和43年以来,  毎年1回長崎県下各地での検診を行っている。
・研究事業： 油症患者の毛髪,  皮下脂肪織,  皮脂中の有機塩素化合物の定量,  ポルフィリン代謝異常に対す
る影響などを検討し,  油症にみられる全身的悪影響を検討,  発表している。
②ひふの日の公開講座の開催に協力し、啓発活動を行っている。
…

室田浩之・教授
The Best Oral Presentation 
Award

11th George Rajka 
International 
Symposium on Atopic 
Dermatitis

Dynamics and properties of 
sweat: new insights into 
atopic dermatitis 
pathogenesis

室田浩之・教授 Kuraishi Lecture Award
International Forum 
for the Study of Itch

Pursuit of itch from an 
environmental perspective

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

小池雄太・講師
KSID/JSID Young Fellow 
Collegiality Awards

Korean Society for 
Investigative 
Dermatology/ Japanese 
Society for 
Investigative 
Dermatology

Epithelial-mesenchymal 
transition in keratinocytes 
during wound healing 
process
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